
  

ナナ１歳８か月 まだまだ子供

で～す 遊びたいよ～  

外に出して～よ～( ﾟДﾟ) 

花壇の前でナナニッコニコ(*^_^*) 
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１病棟 介護主任 水村 夏代 

『
こ
れ
か
ら
・
・
・
』 

 
 

満開だった桜の花びらは散り、いつの間にか葉桜の季節となってしまいました。当院 

の庭や畑も緑が茂り、夏らしさを感じられるころとなりました。 

先日作業療法の活動の一環として皆様と一緒にパフェ作りを行いました。参加してく 

ださった皆様には、果物のカットや生クリームの泡立てなど準備から手伝っていただ 

きました。初めて泡立て前の生クリームを見るという方も多く、「いつも出来上がっ 

た物しかみていないから本当に出来るのかしら」と心配される声や、実際に泡だて器を使い「疲れた」

「難しい」という感想もいただきました。途中電動ミキサーを用いた際には「科学の発展ってすごい

のね」とびっくりされる方もいらっしゃいました。 

準備した材料を各々盛り付けてオリジナルのパフェが完成すると、コーヒー・紅 

茶を用意し、皆様と喫茶店気分を味わいました。当時通っていた喫茶店の想い出話

を聴かせてくださるなど、素敵な時間を過ごすことが出来ました。 

「またやってみたい」「今度はしょっぱい系もいいよね」など様々 

な意見を出してくださりました。引き続き皆様に楽しんでいただ 

ける活動を提供していきたいと思います。 

 

今月は惠美子さん（９４歳）の一コマです。東京都で５人兄弟の４番目として 

生まれました。女学校卒業後は事務員として勤め、２５歳の時にお見合い結婚 

され、一女に恵まれました。惠美子さんは２０代と５０代の時に大病を患い、 

また、ご主人も５９歳で他界してしまい、大きな支えを失った悲しみに暮れる 

日々だったそうです。しかし、元々明るい性格で頑張り屋、話好きな惠美子さ 

んはその後立ち直り、旅行やゴルフ・編み物などを楽しんでこられ、特にゴル 

フは８１歳までプレーしていました。「やさしくておしゃれが大好きな母できれいな洋服を作ってくれ

たり、父母と旅行に出かけたりとても素敵な母でした」と娘さんが語ってくれました。 

そんな恵美子さんも８４歳頃から会話したことをすっかり忘れてしまうようになり、検査でＭＣＩ（正

常と認知症の中間）と診断され、８９歳頃からの数年で物忘れが急激に増え、内服薬の管理も娘さんが

するようになりました。９３歳の時大腿骨骨折で入院し手術を受けた後から、大声頻回となりせん妄（時

間や場所などが急激にわからなくなる）がみられました。退院し自宅に戻った直後に心不全で再び入院

することとなりました。心不全症状は改善されましたが自分の状況が分からなくなってしまい在宅介護

も困難となり、Ｒ４年２月当院にてアルツハイマー型認知症と診断され、ご入院となりました。 

明るくて話好きな惠美子さんは入院後も同席の患者さんたちと和気あいあいと話を楽しんでおられま

す。そして、ご主人と間違えていらっしゃるのか？「パパ、パパ」と隣の患者さんと嬉しそうに話をさ

れています。また、頑張り屋の恵美子さんは現在車イスを使用していますが、トイレなどは手すりを握

ってしっかりと立ち上がることができます。このように楽しく逞しく過ごされている惠美子さんです 

        が、時々不眠になることがあり、そんな時はスタッフと一緒に惠美子さんの好きな 

食べ物の名前『おいなりさん・海苔巻き・うなぎ・チョコ・ウイスキーボンボンな

どなど』を挙げていくといつの間にか眠ってしまいます。そんな素敵な惠美子さん

がこれからも楽しく過ごせるよう、職員一同お手伝いしたいと思います。 

 

気温の寒暖差が多かった５月も終わり、６月といえば梅雨の時期です。梅雨は植物にと

ってはよい季節ですが、人間にとっては非常に不快で色々な病気が発症しやすくなりま

す。多湿な状態での体調不良、熱中症があります。 

真夏はもちろんですが、梅雨に入る６月も熱中症が起こりやすい時期になります。６月

は体がまだ暑さに慣れておらず、急な気温上昇に体温調節機能が追いつかないからです。

高齢者は、暑さや喉の渇きを自覚しづらくなり、暑いと感じるほど高温の部屋でも、暑

さに気付かずに長時間過ごしてしまい、熱中症になることがあります。こまめな水分摂

取と室温調整をお願い致します。 

梅雨は、精神的、身体的にも不快な季節です。５月によく起こる５月病が改善せずその

まま梅雨の時期に悪化し、湿度が高い梅雨時期の６月は、発汗による体温調整や水分代

謝がしにくい状態になりそのほか、湿度故にカビやこの時期流行りやすい食中毒等もあ

ります。注意しましょう。 
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